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使用する前に必ず説明書をお読み下さい。読んだ後は大切に保管して下さい。

使用上の注意!
〈ラック(背もたれを倒した状態)として使用される場合〉
◆生後0ヶ月からお座りができる(7ヶ月頃)までの体重9kgまでの乳幼児に使用して下さい。
◆一時的なお昼寝などには使用できますが、夜間就寝用などの長時間のベッドとしての使用はしないで下さい。
〈イスとして使用される場合〉
◆腰が据わってから(お座りができるようになってから)48ヶ月(体重18kg)までの乳幼児に使用して下さい。
〈使用上の注意〉
◆本体は屋内で使用して下さい。また、水平、平坦でストーブ等の危険物のない場所でご使用下さい。
◆踏み台、台車、遊具等のように用途以外の使用はしないで下さい。
◆本体を使用する時は必ずシートベルト(肩ベルト、腰ベルト、股ベルト)を締めて下さい。
◆首がすわっていない新生児の身体を起こして使用することは危険ですのでやめて下さい。
◆連続使用時間は30分以内にして下さい。
◆保護者の目の届く範囲で使用し、乳幼児を一人で放置するのは絶対にやめて下さい。
◆乳幼児を乗せたまま本体を持ち上げたり、高さを調節したりしないで下さい。
◆乳幼児を座面及びステップに立たせないで下さい。
◆テーブルや肘掛けから身体を乗り出させないで下さい。
◆乳幼児がステップを踏台にしてイスに乗り降りする場合は、保護者が付き添って下さい。
◆外から力を加えると転倒の危険性があります。たとえ空席であっても幼児が外から手をかけたり、よじ登ったりしない
　ように注意して下さい。
◆移動の時以外は両側の後輪ストッパーを必ずロックして下さい。
◆本体の車輪は平坦な床面で簡易な移動をするためのものです。傾斜、段差等のある場所では使用しないで下さい。
◆座面に2人以上の乳幼児を同時に乗せたりしないで下さい。
◆ラックを激しくロッキング(揺らしたり)しないで下さい。
◆本体をロッキングする時は必ず保護者の方が行い、また連続してロッキングする時は15分以内として下さい。
◆ロッキングはラック時のみの機能ですのでイス時には行わないで下さい。イス時にロッキングしてしまうと、テーブルと
　の間に手足等を挟んだり、乗り降りする時に不安定になってしまうためです。特にふざけて使用した場合、転倒してしまう
　危険性があります。
◆本体の可動部分のすき間に指を挟まないように注意して下さい。
◆本体に付属している梱包材(ビニール袋等)は窒息等の事故につながる恐れがありますので乳幼児の手の届かない
　場所に保管するか廃棄するようにして下さい。
◆本体が故障したり、部品が破損、紛失した場合は使用をやめてすぐに修理するようにして下さい。
◆本体の分解、改造等はしないで下さい。

各 部 の 名 称

ロックレバー

リクライニングレバー

※説明書内のイラストと実際の商品とでは多少形状が異なる場合があります。

背もたれ

座面

テーブル

前輪
後輪

後輪
ストッパー

調節ボタン

肘掛け

ステップ

シートベルト



⑴

高さの調節方法

◇座面の高さを調節する時は、①本体の両側に付いている調節ボタンを押しながら、②本体を少し持ち上げて
　お好みの高さに調節して下さい。(5段階調節)
※使用する前に必ず座面の高さが固定されているか確認して下さい。

①

②

調節
ボタン

〈ローチェア〉 〈ハイチェア〉

座面

座面

使 用 部 品

本体×1個

テーブル×1個 カバー(左右)×各1個

シートマット クッション
肩ベルトカバー ※本体に付いています。

シートマット
×1個

クッション
×1個

肩ベルト
カバー

この商品はSGマークにより保証されています。

SGマーク

・SGマーク制度とはハイチェアの欠陥によって発生した人身事故に対する補償制度です。
・この商品はSG試験により安定性、耐荷重、耐衝撃に合格しております。
・ご購入日より4年間の対人賠償責任保険が付いておりますので安心してご使用下さい。

×2個



⑵

テーブルとカバーの取付方法

各部の使用方法

1 2

テーブル

ツメ

ストッパー ストッパーカバー

ツメ

1.テーブルを取り付ける時は、テーブルの裏側に付いて
　いるツメを本体両側の肘掛け穴に差し込み、ストッパー
　をカチッと音がするまで押し込んで下さい。※テーブル
　が確実に取り付けられているか必ず確認して下さい。

2.テーブルを取り付けない時は必ずカバーを取り付けて下
　さい。カバーのツメを本体両側の肘掛け穴に差し込み、スト
　ッパーをカチッと音がするまで押し込んで下さい。※カバ
　ーが確実に取り付けられているか必ず確認して下さい。

◇座面の高さを一番低くした状態でロッキング(揺れ)を止めてイスとして使用する場合には前後に付いているスタンドを
　出して下さい。※座面の高さが一番低い時以外は必ずスタンドを収納するようにして下さい。

〈スタンド〉

スタンド スタンド スタンド

※カバーを使用しない時は無くさないように大切に保管して下さい。

肘掛け穴肘掛け穴



⑶

◇肩ベルトを腰ベルトに取り付けて股ベルトに差し込んで
　下さい。腰ベルトを取り外す時は股ベルトの解除ボタン
　を押して下さい。※本体の使用中は必ずシートベルトを
　締めて下さい。

◇肩ベルトの長さを調節する時はアジャスターの位置をずら
　して下さい。腰ベルト、股ベルトの長さを調節する時は上図
　のように行って下さい。※腰ベルトの端部分を3cm以上、
　股ベルトの端部分を5cm以上必ず残して下さい。

◇背もたれを倒し、座面の下側にあるフットサポートを出す
　とベッドタイプになります。
※一時的なお昼寝などには使用できますが、夜間就寝用
　などの長時間のベッドとしての使用はしないで下さい。

〈シートベルト〉

〈ベッドタイプ〉

◇左右の後輪ストッパーを下げると後輪がロックします。
※自動車のブレーキのような安全な構造にはなっており
　ませんので過信しないで下さい。

〈後輪ストッパー〉

腰ベルト
股ベルト

肩ベルト

〈腰ベルトの長さ調節方法〉

〈肩ベルトの長さ調節方法〉

〈股ベルトの長さ調節方法〉

解除
ボタン

3cm以上

端部分

5cm
以上

端部分

座面

背もたれ

フット
サポート

後輪ストッパー

アジャスター



⑷

リクライニング方法

1 2

3

リクライニングレバー※親指で押さえる

背もたれ背もたれ

ロックレバー

1.背もたれ裏側に付いているロックレバーを解除
　して下さい。※リクライニングしない時はロック
　レバーを必ずロックした状態にして下さい。

3.お子様の年齢ごとのリクライニング角度の目安です。

2.背もたれの裏側を親指で押さえ、リクライニングレバー
　を手前に引きながら背もたれの角度をお好みの角度に
　合わせて下さい。(5段階調節)

7ヶ月から48ヶ月まで

3ヶ月から7ヶ月まで

0ヶ月から3ヶ月まで




